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１．平成24年３月期の連結業績（平成23年４月１日～平成24年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年３月期 38 △89.9 △147 - △135 - △55 -

23年３月期 385 125.9 △37 - △31 - △56 -

(注) 包括利益 24年３月期 △55百万円( - ％) 23年３月期 △56百万円( - ％)

１株当たり 
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

24年３月期 △2,645 03 - - - △146.4 △381.7

23年３月期 △2,687 87 - - △135.1 △21.4 △9.8

(参考) 持分法投資損益 24年３月期 -百万円 23年３月期 -百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年３月期 47 △42 △88.5 △1,999 68

23年３月期 136 13 10.0 645 34

(参考) 自己資本 24年３月期 △42百万円 23年３月期 13百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況

営業活動による 
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

24年３月期 △0 6 2 10

23年３月期 △69 20 △9 2

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額 
(合計)

配当性向 
(連結)

純資産
配当率 
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

24年３月期 - - 0 00 - - 0 00 0 00 - - -

23年３月期 - - 0 00 - - 0 00 0 00 - - -

25年３月期(予想) - - 0 00 - - 0 00 0 00

３．平成25年３月期の連結業績予想（平成24年４月１日～平成25年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 152 585.0 △27 - △23 - △24 - △1,170 78

通 期 383 893.1 △39 - △35 - △36 - △1,736 27



  

 

 

 
  
  

・この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点におい
て、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終了していません。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的
であると判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありませ
ん。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。実際の業績等に影響を与える可
能性のある重要な要因には市場における経済事情、取引先との関係等などの事項があります。なお、業
績に影響を与える要因はこれらに限定されるものではありません。業績予想の前提となる条件及び業績
予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料2ページ「経営成績に関する分析」をご覧
ください。 

  

※ 注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
 

 ① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

 ② ①以外の会計方針の変更 ： 無

 ③ 会計上の見積りの変更 ： 無

 ④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）
① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 24年３月期 21,291株 23年３月期 21,291株

② 期末自己株式数 24年３月期 130株 23年３月期 130株

③ 期中平均株式数 24年３月期 21,161株 23年３月期 21,132株

※ 監査手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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・当期の経営成績 

当連結会計年度におけるわが国経済は、東日本大震災後の落ち込みから平成24年３月期前半に震災前

の水準近くまで回復しましたが、期間の半ばから円高と株価低迷が続き、欧州経済の金融不安の影響な

どにより、先行きは不透明な状況で推移しました。  

このような経済環境の中、当社グループは顧客企業の事業収益を支援するセールスプロデュース事業

を積極的に推進してまいりました。主力事業であるモバイルコンテンツのプロデュース事業は、収益性

の低下したモバイルコンテンツの売却により売上高が減少しております。また、それに代替する新規サ

イトの立ち上げを積極的に行っておりますが、減少を賄える収益の確保ができていないのが現状です。

また、セールスプロデュース事業については、中国及びロシアにおけるセールスプロデュース事業の立

ち上げ遅延によって売上計上が平成25年３月期にずれ込んだため、前年同期と比べ大幅な減収となりま

した。 

 また、固定的な経費削減を行ったものの、それを補うだけの売上総利益額が確保できなかったため、

営業損失、経常損失ともに前年同期を下回りました。 

 一方、当連結会計年度に行った過年度決算修正に伴った過年度消費税及び過年度法人税等の還付があ

ったことなどから当期純利益は前年同期と同水準となりました。 

この結果、当連結会計年度の売上高は38,633千円（前連結会計年度比89.9％減）、営業損失は

147,475千円（前連結会計年度は37,911千円の営業損失）、経常損失は135,069千円（前連結会計年度は

31,482千円の経常損失）、当期純損失は55,971千円（前連結会計年度は56,800千円の当期純損失）とな

りました。 

・次期の見通し 

今後の見通しにつきましては、引き続き財務体質の改善、資本増強を行いながら、新規事業へ営業資

源を注入し、継続的な収益の確保図ることにより業績回復を目指します。 

モバイルコンテンツのプロデュース事業については、既存コンテンツにおける会員数及びダウンロー

ド数の増加を目的とした広告戦略と固定費の削減などにより収益の増加に努めます。また、人的資源を

注入し収益性のある新規サイトの立ち上げを図ります。 

 セールスプロデュース事業については、海外における中国及びロシアにおける事業を立ち上げ、継続

的な収支の確保を図ってまいります。  

次期の連結業績見通しにつきましては、売上高383,700千円、営業損失39,680千円、経常損失35,727

千円、当期純損失36,967千円を見込んでおります。 

１．経営成績

（１）経営成績に関する分析
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① 資産、負債及び純資産の状況 

(資産) 

当連結会計年度末における資産合計は47,840千円（前連結会計年度比65.0％減）となりました。 

流動資産は42,828千円（前連結会計年度比65.0％減）となりました。流動資産の主たる減少理由は、

現金及び預金が8,483千円、未収還付法人税等が19,469千円増加したものの、受取手形及び売掛金が

100,576千円、仕掛品が2,484千円、短期貸付金が2,252千円減少したことによるものであります。 

有形固定資産は1,370千円（前連結会計年度は0円）であります。この主たる増加理由は、建物の資産

除去債務を計上したことによるものであります。 

無形固定資産は114千円（前連結会計年度比96.6％減）であります。この主たる減少理由は、減価償

却の計上並びにソフトウェアの減損損失を計上したことによるものであります。また、投資その他の資

産の合計は3,526千円（前連結会計年度比66.8％減）であります。これは、長期貸付金8,830千円、敷金

が6,663千円が減少したことによるものであります。 

  

(負債) 

当連結会計年度末における負債合計は90,155千円（前連結会計年度比26.7％減）となりました。 

流動負債は78,391千円（前連結会計年度比26.9％減）となりました。この主たる減少理由は、短期借

入金が2,300千円増加したものの、支払手形及び買掛金が18,667千円、未払金が16,370千円減少したこ

とによるものであります。 

固定負債は11,764千円（前連結会計年度比25.1％減）となりました。これは、資産除去債務が増加し

たものの、負ののれんが減少したことによるものであります。 

  

(純資産) 

当連結会計年度末の純資産合計は△42,315千円（前連結会計年度は13,656千円）となりました。この

主たる減少理由は、当期純損失55,971千円を計上したことによるものであります。 

  

② キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、期首に比べて8,482千円

増加し、10,769千円となりました。 

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

  

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動の結果使用した資金は736千円（前連結会計年度は69,415千円の使用）となりました。 

これは主として、売上債権の減少100,575千円、仮払金の減少3,686千円、法人税等の還付額43,182千

円等の資金増加があったものの、税金等調整前当期純損失の計上117,203千円、仕入債務の減少18,666

千円、その他の流動負債の減少等の資金減少があったことの結果によるものであります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動の結果獲得した資金は6,918千円（前連結会計年度は20,476千円の獲得）となりました。 

これは主として新事務所の移転に関わる敷金及び保証金の差入による支出1,100千円があったもの

の、前事務所の敷金及び保証金の回収による収入7,213千円があったことによるものであります。 

（２）財政状態に関する分析
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(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

当連結会計年度において財務活動の結果獲得した資金は2,300千円（前連結会計年度は9,100千円の使

用）となりました。 

これは短期借入金の増加2,300千円によるものであります。 

  

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

  

 
自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

債務償還年数：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

※営業キャッシュ・フローは、キャッシュ・フロー計算書の「営業活動によるキャッシュ・フロー」を使用しております。有利子負

債は、貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としております。また、利払いについては、

キャッシュ・フロー計算書の「利息の支払額」を使用しております。 

※株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数により算出しております。 

※債務償還年数及びインタレスト・カバレッジ・レシオについては、営業キャッシュ・フローがマイナスのため、記載しておりませ

ん。 

  

当社は、第10期(平成24年３月期)までは利益配当を行わず、内部留保を厚くすることで経営基盤の強

化を図る政策を実施いたしました。今後につきましては、企業体質強化のための内部留保の必要性、各

期の経営成績及び財政状況等を総合的に勘案して、配当を実施していきたいと考えております。  

  

  

当社の経営成績、株価および財務状況等に影響を及ぼす可能性のある事項には以下のようなものがあり

ます。なお、文中における将来に関する事項は、決算短信提出日現在において当社が判断したものであり

ます。 

 ① プロフィットシェアモデルについて 

プロフィットシェアモデルにおいては、顧客企業の業績等の影響により、当社グループに計画当初の

予測通りの売上高または利益が発生しない可能性や、顧客企業の抱えるリスク(法的規制、システムダ

ウン、ウイルス・ハッカーによる被害等)のうち当社グループでは管理できない要因によって当社グル

ープの収益が間接的に影響を受ける可能性等があります。  

 これらの事態が発生した場合、顧客企業との間でシェアする金額も減少し、当社グループの業績に影

響を及ぼす可能性があります。  

平成20年３月期 平成21年３月期 平成22年３月期 平成23年３月期 平成24年３月期

自己資本比率 34.5 16.3 44.6 10.0 △88.5

時価ベースの自己資本比率 65.3 62.7 258.8 314.2 442.3

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

－ － － － －

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

－ － － － －

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

（４）事業等のリスク

イ． 当社グループの事業内容に起因するリスクについて
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 ただし、業務コストについては、顧客企業との契約時に業務内容及びそれに伴うコストを明確に

し、顧客企業から業務にかかる原価及び経費を回収するなどのリスクの軽減措置を採っております。 

  

 ② 競合について 

当社グループが展開するセールスプロデュース事業に関しては、モバイルコンテンツプロバイダー、

コンサルティング会社、ソフトウェア制作・開発会社、広告代理店等の複数の企業により、ビジネス戦

略の企画立案、システム開発や、企業および製商品の広告宣伝や販売促進等、当社グループと類似のサ

ービスが提供されております。  

 しかし、当社グループが推進するセールスプロデュース事業は、各種専門サービスを個別受注するの

ではなく、顧客企業とのネットワークおよび既存案件から得たノウハウを活用しながら、顧客の事業拡

大や売上拡大支援におけるニーズや課題に応じて、総合的に戦略および戦術を立案・実行していくとい

う点で差別化を図っており、現在のところ当社グループと直接の競合となる企業は少ないものと考えて

おります。  

 ただし、今後、当社グループと直接の競合となる会社が出現し、または競合他社との競争が激しくな

った場合には、受注の減少や価格競争により当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

  

 ③ 法的規制について 

セールスプロデュース事業において行う広告・販売促進支援に係る事業活動においては、景品表示

法、特定商取引法等による規制を受ける場合があります。その他、当社は、有料職業紹介事業において

厚生労働大臣の認可を受けており、当該業務については、労働基準法、職業安定法等による規制を受け

ております。  

 当社グループでは、これらの規制に抵触するような事実はございませんが、当社グループが提供した

サービスもしくは商品等の品質や安全性に瑕疵が生じた場合や法令違反があった場合、または顧客にお

いて法令違反等があった場合には、損害賠償責任等の発生や当社グループおよび当社グループが提供す

るサービスの信頼性の低下等により、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。  

  

④ 知的財産権について 

当社グループではセールスプロデュース事業においてモバイルコンテンツ、Ｗｅｂサイト等のコンテ

ンツのプロデュースを行っております。当該プロデュースを行う上では、第三者の知的財産権を侵害せ

ぬよう調査を行っておりますが、当社グループの調査範囲が十分で、かつ当社グループの見解が妥当で

あるとは保証できません。  

 もし当社グループもしくは当社グループがサービス提供している顧客が、第三者の知的財産権を誤っ

て侵害し、差止請求がなされた場合、あるいは損害賠償請求等が行われた場合には、サービスそのもの

の提供が出来なくなり、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。 

  

当社グループは平成24年３月31日現在、グループ従業員計７名と組織の規模が小さく、内部管理体制

も当該組織規模に応じたものとなっておりますが、内部管理体制の強化のためディスクロージャー委員

会の設置及び経理部門の増員を図りました。しかしながら、当社グループの求める人材が十分に確保で

きない場合、現在在職している人材が流出し必要な人材を確保できなくなった場合、または当社グルー

プの事業の拡大に伴い、適切かつ十分な人的・組織的対応ができなった場合、当社グループの業績及び

ロ． 当社グループの事業体制について
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事業推進に影響を及ぼす可能性があります。 

  

当社は、旧商法第280条ノ20および旧商法第280条ノ21の規定に基づき、当社取引先等に対して新株予

約権を付与することを、平成16年３月25日開催の臨時株主総会において決議いたしました。 

 現在、当社は、取引先等に対して新株予約権いわゆるストックオプションを158株付与しておりま

す。これらの新株予約権の行使がなされた場合には、当社グループの１株当たりの株式価値は希薄化す

る可能性があります。 

 また、今後も優秀な人材を確保するために、同様のインセンティブプランを継続して実施していくこ

とを検討しております。従いまして、今後付与される新株予約権の行使が行なわれた場合には、当社グ

ループの１株当たりの株式価値は希薄化する可能性があります。なお、当社の発行済株式総数は21,291

株であり、これに対して、上記の新株予約権付与による潜在株式数は158株(潜在株式を含めた株式総数

に占める比率は0.7％)であります。 

  

当社グループは、当連結会計年度において、55,971千円の当期純損失を計上した結果、42,315千円の

債務超過になっております。 

これにより継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。  

 連結財務諸表提出会社である当社は、当該状況を解消すべく、以下の施策を実施してまいります。  

①モバイルコンテンツのプロデュース事業の統廃合及び新規事業の立ち上げ 

当社グループの主力事業であるモバイルコンテンツのプロデュース事業に関しては、収益性が大幅に

減少したモバイルサイトのコスト削減を行っておりますが、今後収益の回復見込みが低いモバイルサイ

トについては更なる統廃合を行ってまいります。また、スマートフォンを中心とした新規モバイルサイ

トについては、人材資源及び広告宣伝費等を注入し収益の向上を目指します。 

 新規事業に関しては、中国及びロシアでの海外セールスプロデュース事業の立ち上げを行い、継続的

な売上確保を図ってまいります。 

②資金調達及び財務体質の改善 

今後の新規事業への投資資金及び債務超過解消のための資金確保を目的とした資金調達の施策としま

しては、第三者割当増資による資金調達を検討しております。調達の時期については、できるだけ早期

に行う予定でありますが、資金調達先との関連性等を考慮した上で決定する予定です。 

しかしながら、上記の施策は実施途上にあるため、上記の対応策を実施してもなお継続企業の前提に

関する重要な不確実性が認められます。 

 なお、連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、上記のような重要な不確実性の影響を

連結財務諸表には反映しておりません。 

  

ハ． 新株予約権の行使による株式価値の希薄化について

（５）継続企業の前提に関する重要事象等
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当社グループは、株式会社NowLoading及び連結子会社２社で構成されており、顧客企業の売上および

利益の向上を目的とし、広告宣伝、販売促進を主たる手段とするセールスプロデュース業を行っており

ます。 

  

 
  

２．企業集団の状況

会社名 主要な事業内容 出資比率 当社との関係

㈱NowLoading セールスプロデュース業 － －

㈱インスタイル
モバイルコンテンツプロデュース事業
携帯電話向けコンテンツの企画・運営 100.0%  連結子会社

㈱ビーフォーシー 営業広告支援を中心とするセールスプロデュース業 100.0%  連結子会社
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当社の事業理念は「顧客企業の経営資源を活用し、コストパフォーマンスに優れたサービスの提供を

通じ、需要を創出し、広く社会に貢献する」であります。マーケティングモデルの構築、メディア（広

告、パブリシティー、リアル店舗）によるコミュニケーション、イベントの企画・運営および企業間コ

ラボレーション等を複合的に用いることにより、顧客企業の成長を促すサービスを提供しております。

 今後も国内国外を問わずセールスプロデュースにおける実績を積み重ねることにより、さらなるマー

ケティングノウハウの蓄積を図るとともに、優秀な人材の確保・育成を行い、より顧客満足度の高いサ

ービスの提供に努めてまいります。 

  

企業価値を増大するため、当社は売上規模の拡大と収益率の向上が重要と考えております。そのため

当社は、経営の主たる指標として、年間売上伸張率５%、営業利益率５%の目標を掲げ、その達成を目指

しております。 

  

① 事業認知度の獲得及び向上による新規顧客の取込み 

 当社を取り巻く広告・販促市場においては、ユーザーに直結したより直接的なサービスの需要が、

年々高まっております。セールスプロデュース事業では、単なる広告提案に留まらず、当社独自のマー

ケティングモデルの確立及び実証済みモデルの水平展開を推進するとともに、更なるマーケティングノ

ウハウの蓄積を通じ、サービスの高度化を図ります。また、当社のサービスは、既存のサービスと比較

し費用対効果が高いため、積極的な広報活動による事業内容の認知獲得・向上により、幅広いマーケッ

トで評価を得ることができると確信しております。 

② 中国及びロシア市場の開拓 

 当社は、日本国内で培ったセールスプロデュースのノウハウを生かし、海外企業の日本市場開拓のた

めのセールスプロデュース及び日本企業の海外市場開拓のためのセールスプロデュースなどのビジネス

モデルを構築することにより、成長著しい中国及びロシアの市場開拓を行ってまいります。  

③ サービスの多様化 

 今後のモバイルコンテンツ市場は会員数増加の鈍化、新規参入による競争など引き続き厳しい環境が

続くものと予想されます。しかしながら、モバイル広告市場は、スマートフォンを足がかりに引き続き

成長しており、コミュニケーションツールとして必要不可欠なメディアとして定着しております。モバ

イル広告市場への本格的進出と受注案件規模の大型化等、法人への拡販を図ります。また新たな販売促

進の方法として効果的に活用する戦略をとってまいります。 

  

① 新規市場の開拓及び売上の拡大ならびに利益率の向上 

 当社グループが対処すべき課題の最重点項目は、新規売上からの収益の維持及び拡大であると認識し

ており、新たなモバイルコンテンツ事業からの売上拡大に努めてまいります。具体的な施策としては、

新規モバイルコンテンツの開発及び既存モバイルコンテンツのスマートフォン市場への移行に人的資源

を投入し、安定した売上の確保を目指します。また、サービスの品質が低下しない範囲において、原価

３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

（２）目標とする経営指標

（３）中長期的な会社の経営戦略

（４）会社の対処すべき課題
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となる外注費等の削減に努め、利益率の向上を目指します。 

 また、海外におけるセールスプロデュース事業を立ち上げ、安定的な収益の確保を目指します。  

② 新規人材の採用と教育 

 当社グループが提供するサービスの質を向上し、事業を拡大するためには人材が極めて重要な役割を

果たします。そのため、優秀な人材を積極的に採用するとともに、教育による人材のスキル向上を推進

してまいります。 

③ 財務体質の改善 

今後の事業運営及び経営の安定化を目的とした資本増強策として、第三者割当増資を含めた資金調達

を検討しております。それにより、債務超過の解消及び財務基盤の強化を図ってまいります。 

  

該当事項はありません。  

  

（５）その他、会社の経営上重要な事項
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,286 10,769

受取手形及び売掛金 104,882 4,306

商品 188 0

仕掛品 2,484 －

貯蔵品 503 449

短期貸付金 3,081 829

仮払金 3,687 1

未収還付法人税等 － 19,469

その他 7,066 7,226

貸倒引当金 △1,466 △223

流動資産合計 122,714 42,828

固定資産   

有形固定資産   

建物 8,587 1,935

減価償却累計額 △7,624 △564

減損損失累計額 △962 －

建物（純額） － 1,370

工具、器具及び備品 6,666 6,666

減価償却累計額 △6,167 △6,167

減損損失累計額 △499 △499

工具、器具及び備品（純額） － －

有形固定資産合計 － 1,370

無形固定資産   

ソフトウエア 3,271 －

その他 114 114

無形固定資産合計 3,386 114

投資その他の資産   

投資有価証券 1,738 1,738

長期貸付金 18,962 10,132

敷金 7,395 732

破産更生債権等 193,886 197,685

その他 1,418 417

貸倒引当金 △212,779 △207,179

投資その他の資産合計 10,622 3,526

固定資産合計 14,008 5,011

資産合計 136,723 47,840
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(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 25,810 7,143

短期借入金 － 2,300

未払金 49,876 33,506

未払費用 19,787 20,451

未払法人税等 3,157 3,164

未払消費税等 － 4,511

預り金 561 7,313

資産除去債務 3,637 －

その他 4,510 －

流動負債合計 107,341 78,391

固定負債   

資産除去債務 － 1,935

負ののれん 15,726 9,828

固定負債合計 15,726 11,764

負債合計 123,067 90,155

純資産の部   

株主資本   

資本金 499,790 40,000

資本剰余金 608,940 －

利益剰余金 △1,067,783 △55,025

自己株式 △27,290 △27,290

株主資本合計 13,656 △42,315

純資産合計 13,656 △42,315

負債純資産合計 136,723 47,840
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
 連結損益計算書 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

売上高 385,391 38,633

売上原価 272,500 44,043

売上総利益又は売上総損失（△） 112,891 △5,409

販売費及び一般管理費   

役員報酬 29,580 27,600

給料 21,757 19,689

業務委託費 28,546 8,155

貸倒引当金繰入額 898 2,555

支払報酬 26,218 35,294

その他 43,802 ※1  48,769

販売費及び一般管理費合計 150,803 142,065

営業損失（△） △37,911 △147,475

営業外収益   

受取利息 562 65

負ののれん償却額 5,897 5,897

雑収入 287 7,596

営業外収益合計 6,747 13,559

営業外費用   

支払利息 132 215

雑損失 185 937

営業外費用合計 318 1,152

経常損失（△） △31,482 △135,069

特別利益   

固定資産売却益 50 －

貸倒引当金戻入額 11,234 －

賞与引当金戻入額 1,460 －

資産除去債務戻入益 － 2,062

債務免除益 － ※2  11,575

過年度消費税還付金 － ※3  6,750

その他 － 376

特別利益合計 12,744 20,763

特別損失   

前期損益修正損 ※4  8,944 －

固定資産除却損 ※5  3,145 －

固定資産売却損 ※6  8 －

減損損失 ※7  5,441 ※7  2,898

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 1,958 －

損害賠償金 16,467 －

特別損失合計 35,965 2,898

税金等調整前当期純損失（△） △54,703 △117,203

法人税、住民税及び事業税 2,096 1,420

過年度法人税等戻入額 － ※3  △62,652

法人税等合計 2,096 △61,232

少数株主損益調整前当期純損失（△） △56,800 △55,971

当期純損失（△） △56,800 △55,971
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 連結包括利益計算書 
(単位：千円)

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日
 至 平成24年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純損失（△） △56,800 △55,971

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 － －

その他の包括利益合計 － －

包括利益 △56,800 ※  △55,971

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 △56,800 △55,971

少数株主に係る包括利益 － －
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（３）連結株主資本等変動計算書 
(単位：千円)

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日
 至 平成24年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 485,790 499,790

当期変動額   

新株の発行 14,000 －

資本金から剰余金への振替 － △459,790

当期変動額合計 14,000 △459,790

当期末残高 499,790 40,000

新株式申込証拠金   

当期首残高 28,000 －

当期変動額   

新株の発行 △28,000 －

当期変動額合計 △28,000 －

当期末残高 － －

資本剰余金   

当期首残高 594,940 608,940

当期変動額   

新株の発行 14,000 －

資本金から剰余金への振替 － 459,790

欠損填補 － △1,068,730

当期変動額合計 14,000 △608,940

当期末残高 608,940 －

利益剰余金   

当期首残高 △1,010,983 △1,067,783

当期変動額   

当期純損失（△） △56,800 △55,971

欠損填補 － 1,068,730

当期変動額合計 △56,800 1,012,758

当期末残高 △1,067,783 △55,025

自己株式   

当期首残高 △27,290 △27,290

当期末残高 △27,290 △27,290

株主資本合計   

当期首残高 70,456 13,656

当期変動額   

新株の発行 － －

資本金から剰余金への振替 － －

欠損填補 － －

当期純損失（△） △56,800 △55,971

当期変動額合計 △56,800 △55,971

当期末残高 13,656 △42,315
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(単位：千円)

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

純資産合計   

当期首残高 70,456 13,656

当期変動額   

新株の発行 － －

資本金から剰余金への振替 － －

欠損填補 － －

当期純損失（△） △56,800 △55,971

当期変動額合計 △56,800 △55,971

当期末残高 13,656 △42,315
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 
(単位：千円)

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日
 至 平成24年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純損失（△） △54,703 △117,203

減価償却費 11,190 1,090

負ののれん償却額 △5,897 △5,897

貸倒引当金の増減額（△は減少） △10,335 1,157

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,320 －

受取利息及び受取配当金 △562 △65

支払利息 132 215

前期損益修正損益（△は益） 8,944 －

有形固定資産除却損 3,145 －

資産除去債務戻入益 － △2,062

減損損失 5,441 2,898

売上債権の増減額（△は増加） △90,471 100,575

たな卸資産の増減額（△は増加） 34 2,726

仮払金の増減額（△は増加） 16,332 3,686

その他の流動資産の増減額（△は増加） 3,534 △172

仕入債務の増減額（△は減少） 9,739 △18,666

未払消費税等の増減額（△は減少） 4,325 1

前受収益の増減額（△は減少） △514 －

破産更生債権等の増減額（△は増加） △36 △3,798

その他の流動負債の増減額（△は減少） 29,884 △10,565

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 1,958 －

その他 － 2,321

小計 △69,178 △43,759

利息及び配当金の受取額 1,322 20

利息の支払額 △267 △179

法人税等の支払額 △1,291 －

法人税等の還付額 － 43,182

営業活動によるキャッシュ・フロー △69,415 △736

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △142 －

有形固定資産の売却による収入 58 －

無形固定資産の取得による支出 △7,735 －

短期貸付けによる支出 △525 －

短期貸付金の回収による収入 28,591 805

敷金及び保証金の差入による支出 － △1,100

敷金及び保証金の回収による収入 229 7,213

投資活動によるキャッシュ・フロー 20,476 6,918

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － 2,300

長期借入金の返済による支出 △9,100 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △9,100 2,300

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △58,038 8,482

現金及び現金同等物の期首残高 60,325 2,286

現金及び現金同等物の期末残高 ※1  2,286 ※1  10,769
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当連結会計年度（自 平成23年４月１日  至 平成24年３月31日） 

当社グループは、当連結会計年度において、55,971千円の当期純損失を計上した結果、42,315千円の

債務超過になっております。 

 これにより継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。  

 連結財務諸表提出会社である当社は、当該状況を解消すべく、以下の施策を実施してまいります。 

１．モバイルコンテンツのプロデュース事業の統廃合 

当社グループの主力事業であるモバイルコンテンツのプロデュース事業に関しては、収益性が大幅に

減少したモバイルサイトのコスト削減を行っておりますが、今後収益の回復見込みが低いモバイルサイ

トについては更なる統廃合を行ってまいります。また、スマートフォンを中心とした新規モバイルサイ

トについては、人材資源及び広告宣伝費等を注入し収益の向上を目指します。 

 新規事業に関しては、中国及びロシアでの海外セールスプロデュース事業の立ち上げを行い、継続的

な売上確保を図ってまいります。 

２．資金調達及び財務体質の改善 

今後の新規事業への投資資金及び債務超過解消のための資金確保を目的とした資金調達の施策としま

しては、第三者割当増資による資金調達を検討しております。調達の時期については、できるだけ早期

に行う予定でありますが、資金調達先との関連性等を考慮した上で決定する予定です。 

しかしながら、上記の施策は実施途上にあるため、上記の対応策を実施してもなお継続企業の前提に

関する重要な不確実性が認められます。 

 なお、連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、上記のような重要な不確実性の影響を

連結財務諸表には反映しておりません。 

（５）継続企業の前提に関する注記
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１ 連結の範囲に関する事項 

    すべての子会社を連結しております。 

    ① 連結子会社の数 ２社 

    ② 連結子会社の名称 

     ㈱インスタイル 

     ㈱ビーフォーシー 

  

２ 連結子会社の事業年度等に関する事項 

    連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。 

  

３ 会計処理基準に関する事項 

  ① 重要な資産の評価基準及び評価方法  

  (イ) 有価証券 

        その他有価証券 

        時価のないもの 

移動平均法による原価法によっております。 

  (ロ) たな卸資産 

通常の販売目的で保有するたな卸資産 

  評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切り下げの方法）によっております。 

    ａ 商品、仕掛品 

個別法による原価法によっております。 

    ｂ 貯蔵品 

最終仕入原価法によっております。 

  ② 重要な減価償却資産の減価償却の方法 

  (イ) 有形固定資産 

      定率法によっております。 

      主な耐用年数は次のとおりであります。 

    建物        ３年～15年 

    工具、器具及び備品 ４年～８年 

なお取得価額が10万円以上20万円未満の資産については、法人税法の規定に基づく３年均等償却によ

っております。 

  (ロ) 無形固定資産 

  自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間(３年～５年)に基づく定額法によっ

ております。 

  ③ 重要な引当金の計上基準 

      貸倒引当金 

  債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定

の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。 

（６）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項
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  ④ のれんの償却方法及び償却期間 

  負ののれんは５年間で均等償却しております。 

  ⑤ 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

  手許現金、随時引出可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスク

しか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。 

  ⑥ その他連結財務諸表作成のための重要な事項 

  消費税等の会計処理 

  消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっており、控除対象外消費税及び地方消費税は、当

連結会計年度の費用として処理しております。  
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（連結貸借対照表） 

前連結会計年度において流動負債の「その他」に含めて表示しておりました「預り金」は、金額的重要

性が増したため、当連結会計年度より独立掲記することとしております。この表示方法の変更を反映させ

るため、前連結会計年度の連結財務諸表の組み換えを行っております。 

 この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」の「その他」に表示していた

5,071千円は、「預り金」561千円、「その他」4,510千円として組み替えております。 

  

当連結会計年度の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しており

ます。 

（７）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

表示方法の変更

追加情報
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該当事項はありません。 

  

※１ 一般管理費に含まれる研究開発費は次のとおりであります。 

 
  

※２ 債務免除益の内容 

当社取引先からの買掛金及び支払報酬の債務減免によるものであります。 

  

※３ 過年度消費税還付金及び過年度法人税等戻入額の内容 

過年度決算修正に伴い過年度消費税及び過年度法人税等の還付を受けたことによるものであります。

  

※４ 

 
  子会社の事務所移転に伴う費用計上等によるものです。 

  

※５ 固定資産除却損の内訳は次のとおりであります。 

 
  

※６ 固定資産売却損の内訳は次のとおりであります。 

 
  

※７ 当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上しました。 

    前連結会計年度(自 平成22年４月１日  至 平成23年３月31日) 

    減損損失の内訳は次のとおりであります。 

 
  当社グループは、原則として、事業用資産については経営管理上の事業区分を基準としてグルーピン

（８）連結財務諸表に関する注記事項

(連結貸借対照表関係)

(連結損益計算書関係)

前連結会計年度
(自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

- 17,000千円

前連結会計年度
(自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

前期損益修正損 8,944千円 －

前連結会計年度
(自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

工具、器具及び備品 1,054千円 －

ソフトウェア 2,091千円 －

前連結会計年度
(自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

ソフトウェア 8千円 千円

種類 金額 会社

建物 962千円 ㈱NowLoading

工具、器具及び備品 499千円
㈱NowLoading
㈱インスタイル

ソフトウェア 3,646千円
㈱インスタイル
㈱ビーフォーシー

販売権 333千円 ㈱NowLoading
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グを行っており、遊休資産については個別資産ごとにグルーピングを行っております。 

 当連結会計年度において、急速な事業環境変化により業績が悪化したセールスプロデュース事業に係

る資産グループ、事業の用に供していない資産グループの帳簿価額を、回収可能価額まで減額し、当該

減少額を減損損失（5,441千円）として特別損失に計上しました。 

 なお、セールスプロデュース事業に係る資産グループ及び事業の用に供していない資産グループの回

収可能価額は使用価値により測定しておりますが、将来キャッシュ・フローは2.1％で割引計算を行っ

ております。 

  

当連結会計年度(自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日) 

  減損損失の内訳は次のとおりであります。 

 
 当社グループは、原則として、事業用資産については経営管理上の事業区分を基準としてグルーピン

グを行っており、遊休資産については個別資産ごとにグルーピングを行っております。 

 当連結会計年度において、急速な事業環境の変化により業績が悪化したモバイルコンテンツのプロデ

ュース事業に係る資産ブループの帳簿価額を、回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失

（2,898千円）として特別損失に計上しました。 

  

種類 金額 会社

ソフトウェア 2,898千円 ㈱インスタイル
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前連結会計年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

１ 発行済株式に関する事項 

 
（変動事由の概要） 

増加数の内訳は、次のとおりであります。 

第三者割当増資による増加  700株  

  
  

２ 自己株式に関する事項 

 
  

３ 新株予約権等に関する事項 

 
  

４ 配当に関する事項 

該当事項はありません。 

  

当連結会計年度(自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日） 

１ 発行済株式に関する事項 

 
  
  

２ 自己株式に関する事項 

 
  

(連結株主資本等変動計算書関係)

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 20,591 700 － 21,291

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 130 － － 130

会社名 新株予約権の内訳
新株予約権の
目的となる 
株式の種類

新株予約権の目的となる株式の数(株) 当連結会計
年度末残高 
(千円)

前連結
会計年度末

増加 減少
当連結 

会計年度末

提出会社
第２回新株予約権 普通株式 84 － － 84 －

第３回新株予約権 普通株式 158 － － 158 －

合計 242 － － 242 －

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 21,291 － － 21,291

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 130 － － 130
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３ 新株予約権等に関する事項 

 
(注) 1. 目的となる株式の数は、新株予約権が権利行使されたものと仮定した場合における株式数を記載しておりま

す。 

２．目的となる株式の数の変動事由の概要 

     第２回新株予約権の減少は、権利失効によるものであります。 

  

４ 配当に関する事項 

該当事項はありません。 

  

  

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

会社名 新株予約権の内訳
新株予約権の
目的となる 
株式の種類

新株予約権の目的となる株式の数(株) 当連結会計
年度末残高 
(千円)

当連結会計
年度期首

増加 減少
当連結 

会計年度末

提出会社
第２回新株予約権 普通株式 84 － 84 － －

第３回新株予約権 普通株式 158 － － 158 －

合計 242 － 84 158 －

(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前連結会計年度
(自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

現金及び預金 2,286千円 10,769千円

金及び現金同等物 2,286千円 10,769千円
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Ⅰ  前連結会計年度(自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日) 

１  報告セグメントの概要 

当社及び連結子会社の事業は、セールスプロデュース業の単一セグメントであります。従いまして、

開示対象となるセグメントはありませんので、記載を省略しております。  

  

Ⅱ  当連結会計年度(自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日) 

１  報告セグメントの概要 

当社及び連結子会社の事業は、セールスプロデュース業の単一セグメントであります。従いまして、

開示対象となるセグメントはありませんので、記載を省略しております。   

  

前連結会計年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

１  製品及びサービスごとの情報 

当社グループのサービスは、単一のセールスプロデュース業でありますので、記載を省略しておりま

す。 

  

２  地域ごとの情報 

海外売上高がないため記載しておりません。 

  

３  主要な顧客ごとの情報 

 
  

当連結会計年度(自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日) 

１  製品及びサービスごとの情報 

当社グループのサービスは、単一のセールスプロデュース業でありますので、記載を省略しておりま

す。 

  

２  地域ごとの情報 

海外売上高がないため記載しておりません。 

  

３  主要な顧客ごとの情報 

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

(関連情報)

(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

㈱エクシング 206,911 セールスプロデュース業

(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

㈱エクシング 15,815 セールスプロデュース業
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当連結会計年度(自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日) 

平成22年４月１日前に行われた子会社株式の取得により発生した負ののれんの償却額及び未償却残高

は、以下のとおりであります。 

  

 
  

  

当連結会計年度(自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日) 

 該当事項はありません。 

(報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報)

報告セグメント
全社・消去
(千円)

合計 
(千円)セールスプロデュー

ス事業 (千円)
合計
(千円)

当期償却額 5,897 5,897 － 5,897

当期末残高 9,828 9,828 － 9,828

(報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報)
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(注) 算定上の基礎 

１ １株当たり純資産額 

 
  

２ １株当たり当期純損失金額 

 
  

 該当事項はありません。 

(１株当たり情報)

項目
前連結会計年度

(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

１株当たり純資産額 645円34銭 △1,999円68銭

１株当たり当期純損失金額 2,687円87銭 2,645円03銭

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益金額 
  
 

潜在株式調整後１株当たり当期純利
益金額については、潜在株式は存在
するものの、１株当たり当期純損失
が計上されているため記載を省略し
ております。

潜在株式調整後１株当たり当期純利
益金額については、潜在株式は存在
するものの、１株当たり当期純損失
が計上されているため記載を省略し
ております。

項目
前連結会計年度

(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 13,656 △42,315

普通株式に係る純資産額(千円) 13,656 △42,315

差額の主な内訳(千円) 
 新株式申込証拠金

― ―

普通株式の発行済株式数(株) 21,291 21,291

普通株式の自己株式数(株) 130 130

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(株)

21,161 21,161

前連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

 １株当たり当期純損失

 当期純損失(千円) 56,800 55,971

 普通株式に係る当期純損失 (千円) 56,800 55,971

 普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

 普通株式の期中平均株式数(株) 21,132 21,161

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり当期純利益金額の算定に含めなかった潜在
株式の概要

新株予約権２種類
（株式の数 242株）

新株予約権１種類
（株式の数 158株）

(重要な後発事象)
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